
 

 

 

2022 年５月 13 日  

各      位 

会 社 名  

代表者名 代表取締役社長執行役員 金 田   敦 

（コード番号 ５９８９・東証プライム市場） 

問合せ先 取締役専務執行役員管理本部長 

太 田  清 文 

（TEL ０４８－６４３－００１０） 

2022 年３月期 通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 2022 年３月期の通期連結業績について、2021 年 11 月４日に公表いたしました通期業績予想値との差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
 

記 
 
 
１．2022 年３月期 通期連結業績予想値と実績値との差異 

（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

 
売上収益 
(百万円) 

営業利益 
(百万円) 

税引前利益 
(百万円) 

親会社の所有
者に帰属する
当期利益 
(百万円) 

基本的 
１株当たり 
当期利益 
(円) 

前回発表予想 (Ａ) 180,000 1,200 1,000 800 28.46 

実績値 (Ｂ) 170,588 △4,046 △3,714 △1,390 △49.50 

増減額(Ｂ－Ａ) △9,411 △5,246 △4,714 △2,190  

増減率 (％) △5.2 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(2021 年３月期) 
163,927 3,732 3,423 2,838 101.14 

  
 
２．差異の理由 

売上収益の減少は、世界的な半導体の供給不足や新型コロナウイルスの影響によるアジアからの部品供給の

停滞などにより、自動車生産が減少したことで自動車フレームの販売が前回発表時の想定に比べ約 10.6％減少

したことによるものであります。利益面では、売上収益の減少に加え、当第４四半期連結会計期間(2022 年１

月１日～2022 年３月 31 日)において当社の北米セグメントの連結子会社４社に係る事業用資産の一部につい

て 40 億 68 百万円を減損損失として計上したことを主因に営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属する

当期利益が前回発表予想を下回りました。 

 

以上 


